


MRSA検出患者対応（部屋移動について）





検出部位・感染症か保菌の区別に関わらず、原則的に個室管理が望ましい


複数のMRSA検出患者を1つの病室に集団でコホート隔離する事も可能である





MRSAを常時気道から排出している患者


MRSAが便から検出され下痢のある患者


広範な火傷、褥瘡、被覆できない創部


MRSA保菌患者であっても衛生行動がとれない患者


MRSA感染症患者





大部屋でも可能





個室隔離・大部屋コホート隔離





保菌部位が鼻腔・咽頭、被覆可能な創部に限局し周囲を汚染する可能性が少ない


日常生活が自立している


MRSA保菌患者であることを理解し手洗いが励行できる





ただし術前・術後早期の患者、気管切開患者、人工呼吸器患者、新鮮な創部患者とは同室にならないように配置する








